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X線で観測される太陽コロナの輝点であるX-ray Bright Point(XBP)の数の年変化について、ようこうの約 5
年間のデータを解析して 1998年春季年会で初期結果を報告した。我々の結果は 1970年代の Cycle 21で調べら
れたXBP数の変化と比べると、見かけ上は同じように太陽極小期にXBP数は増加したが、これは極小期に背景
コロナの輝度が暗くなるためであり、背景に対して充分明るい XBPの分布については調査した 5年間でほとん
ど変化していなかった。現在は背景コロナに対する扱いと、活動領域により隠される領域の補正を慎重に行なっ
ているところである。今回はXBPの緯度分布について報告する。Golubらの結果では、緯度に対してXBPは一
様に分布するということになっていたが、我々の結果は以下の通りである。(1) 活動領域や ephemeral regionの
緯度分布に比べると一様に近いが、緯度 θに対して (cosθ)1.5 という分布になっており、全く一様であるというわ
けではない。(2) 緯度 60度付近に (cosθ)1.5から有意にずれて数の多い領域が見出されている。XBP数の変化や
緯度分布などから、XBPと関わる磁場と 11年周期の磁気活動との関係が明らかになりつつある。


